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テレワーク とは…ICT を利用して時間や場所を有効に活用して柔軟な働き方をすること 

・「tele = 離れた所」と「work = 働く」 

≪テレワーク種類≫ 
・在宅勤務  ・モバイルワーク  ・サテライト/コワーキング  ・ワーケーション 
企業におけるテレワーク＝令和 3 年で 51.9％の導入率 

 

テレワークの目的を明確にしたうえで労使双方にとって 
有益となるように制度設計が必要 

例【みなし労働・フレックスタイム制・コアタイム】 
就業規則・労使協定の変更や制定が必要 

 

長時間労働の防止や仕事のメリハリを保つために 

テレワークは、業務の効率化や移動時間の削減につながるというメリットが期待される一方で、 

管理者の目が届かないことが原因で管理の程度が弱くなることや、長時間労働や仕事とプライベート 

の区別があいまいになるなどの弊害も生じ得る。 

これらを防止するため対策も必要となる 
 

在宅勤務と通勤手当 

在宅勤務に伴う光熱費の補填として通勤手当に変えて別の手当（在宅勤務手当など）を支給する

ことも検討する。 

         


